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活 ・ 研 究

・研修区分の教科等、特別支援教育、教育臨床については、教育コンテンツ・データベース
「Wakaba」で閲覧することができます。

・千葉県総合教育センターWebサイトトップページ→学校支援／授業支援→学習指導案等で検
索してください。



24　千葉教育　令和２年度　蓮

不足している情報を補ったり、個の学びの
状態に応じてプロセスを回帰する状態を生
んだ。また、表現を洗練するための類語表
や、解説文の効果を高める書く技、複数の
教師見本を個々の児童の進度や必要感に合
わせて示した。これにより、再度情報の取
材や選材を行ったり、話題数や一文の長さ
を調整したり、具体的な推敲を児童自身が
学びを調整しながら行うことができた。

③記述後
　　市役所や商店街に検定本を展示していた

だき感想をもらった。児童は、学習が実際
の場で役立ったことに大きな有用感を感じ
ていた。また、単元後に行われた「書くこ
と」の学習では、本単元で習得した情報を
活用する力や効果的に書く力を意図的に使
う姿が見られ、知識や技能の定着が伺えた。

３　研究のまとめ
　複雑な条件のかかる「習志野検定本」の作
成・発行を言語活動に設定し、回帰的な書く
プロセスの設計・運営をしたことで、児童の
言語や思考、情報操作の質を高めることがで
きた。事前事後に同条件下で行った解説文を
書く調査では、記述量の大幅な増加、記述内
容の質の向上が見られた。

１　研究主題
　書くことの指導では、場における目的や相
手、状況等の条件を勘案して効果的に書くこ
とに課題があると指摘されている。そこで本
研究では、市民の地域に対する愛着を醸成す
ることを目的に、「習志野検定本」を書く場
を設定した。①複雑な条件下で効果的に書く
力を育成すること、②児童が想の展開に応じ
て行きつ戻りつできる回帰的な書くプロセス
の設計・運営をすること。この２点を目指し
て単元を構築し検証授業を行った。

２　研究の実際
⑴解説の様式をもつ検定本を書く場
　検定本とは、ある物事について一定の知識
を有する読者に向けて書かれた、問いと答え、
解説文を軸に成り立つクイズ解説本である。
　検定本を書くためには、専門的な情報を読
者の関心や理解の状態に応じて、精査したり
加工したりする力が必要となる。条件に応じ
て、内容を詳細または平易にしたり、相手に
応じて働きかける表現を工夫したり、細部ま
でコントロールできる言語活動といえる。
⑵単元の実際（検証学年：４年生）
①記述前
　　書く内容を選ぶために、収集した資料を

分類し、情報の重要度や関連が一覧できる
表を作成した。そして、情報の希少性が高
く、習志野市の魅力が読者に伝わることを
条件に内容を選材していった。目的が明確
なため、情報を細部まで読んで比べたり、
重要な箇所を加工したりする力がついた。

②記述中
　　下書きが終わった児童に、字数の条件を

示すことで、冗長性の高い情報を削ったり、
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書くことの学習指導における深い学びの実現
―習志野検定本作りを通してー

活 ・ 研 究 小学校編
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⑵効果の測定（小・中学校の児童生徒）
　交流及び共同学習を行った小学校（２校）、
中学校（２校）の児童生徒を対象に、授業実
施前後の「交流の質」、「心のバリアフリーの
意識変容」について質問紙調査を実施し、４
段階尺度を用いて平均値を算出した。

３　研究のまとめ
　障害者スポーツを主とした交流及び共同学
習の検証授業を実施する前後で小・中学生の
心のバリアフリーの意識変容が見られた。
　これらの結果から、児童生徒の心のバリア
フリーの意識を高めるために必要な授業づく
りの四つの要素と九つの視点が明らかになり、
授業構成要素図（図参照）を基にした、授業
モデルの有用性が検証された。
　また、小・中学校共に意識変容が見られた
ことから、学校種問わず、双方の児童生徒の
実態に合わせて、柔軟に活用することも可能
であると考える。
　今後は、授業構成要素図を基にした授業実
践を更に積み重ね、多様な授業展開を進める
必要がある。

１　研究主題
　学習指導要領（2017）においては、学校種
を問わず交流及び共同学習の一層の取組の充
実を図るよう規定されている。それに加え「心
のバリアフリー」（以下、「心のバリアフリー」）
に係る指導を充実することとしている。また、
政府は平成29年２月に心のバリアフリーを実
現するために行うべき施策として、「ユニバー
サルデザイン2020行動計画」を示しており、
そこでは教育における発達段階に応じた切れ
目ない心のバリアフリーについて言及してい
る。一方、現状として年度ごとに担当者が替
わる、実施回数が限られているなどの課題が
ある。そこで、本研究では障害者スポーツを
主とした交流及び共同学習を行い、児童生徒
の心のバリアフリーの意識を高めるために効
果的な授業モデルを明らかにすることを目的
とし、本研究主題を設定した。

２　研究内容
⑴授業モデルの検証について
　Ａ特別支援学校の小・中学部の児童生徒と
近隣の小学校（２校）、中学校（２校）の児
童生徒を対象に、「交流及び共同学習授業構
成要素図」（以下、「授業構成要素図」）（仮
説）（図参照）を基に、障害者スポーツ（ボッ
チャ等）を主とした交流及び共同学習の授業
を実施した。授業構成要素図とは、Ａ特別支
援学校で実施した交流及び共同学習の授業実
践（過去３年分）における成果と課題、文献
研究等から授業を構成する要素についてKJ
法を用いて分類し、まとめたものである。
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障害者スポーツを主とした交流及び共同学習の在り方について
－「心のバリアフリー」の意識を高めるために効果的な授業モデルの構築－

特別支援学校編 活 ・ 研 究

図　交流及び共同学習授業構成要素図


